
○
↓
三
年
七
月
二
五
日
　
印
刷

〇
ニ
ニ
年
七
月
三
一
日
　
発
行

第96巻　第4号　史学・地理学・考古学

　論　　　説

帝国時代におけるヒッタイトの支配体制一　……　・仙　本

　　一副王制・属国支配・外交一

近世真宗における神祇不帰依の宗風を
　　めぐる争論の構造と展開………一…・……一…

孟　（1）

…小林准士（35）

一九二〇年代初頭の広東郷村社会一…………一・……

　　一宗族からみる陳馬差の地方自治政策一

・宮　内 肇　（76）

　書　　　評

小倉宗著『江戸幕府上方支配機構の研究』・　…… ・藤本仁文（108）

　紹　　　介

桜井英治著『贈与の歴史学

　　一一儀礼と経済のあいだ一』　・・ ・伊　藤　啓　介　（正14）

史　学　研　究　会

京都大学大学院文学研究科内



介紹

性
を
縛
る
、
そ
ん
な
「
成
熟
し
た
儀
礼
社
会
」
の

あ
り
よ
う
を
論
じ
て
、
中
世
の
日
本
社
会
と
日
本

人
の
特
質
を
見
事
に
解
き
明
か
し
て
み
せ
た
。
中

世
史
・
日
本
史
の
枠
を
こ
え
て
、
日
本
文
化
論
に

お
い
て
も
欠
か
せ
な
い
～
冊
と
い
え
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
（
新
書
判
　
二
一
ニ
ニ
頁
　
二
〇
一
一
年
一
一
月

　
　
　
　
　
　
　
中
央
公
論
新
社
　
税
別
八
○
○
円
）

　
　
　
　
　
　
　
（
伊
藤
啓
介
　
京
都
大
学
非
常
勤
講
師
）

会
　
　
告

　
去
る
六
月
二
〇
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
史

学
研
究
会
理
事
・
評
議
員
会
に
お
き
ま
し
て

左
記
の
事
項
が
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
の

で
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
記

一
、
平
成
二
十
四
年
度
決
算
報
告

～
、
平
成
二
十
五
年
度
予
算
案

一
、
役
員
の
交
替

1
、
退
任

　
　
常
務
理
事
　
小
山
　
哲
（
↓
理
事
）

　
　
　
　
　
　
　
高
嶋
　
航
（
↓
評
議
員
）

　
　
理
　
　
事
　
勝
山
清
次
、
泉
　
豪
州

　
　
　
　
　
　
　
夫
馬
　
進
、
高
橋
誠
一

　
　
評
議
員
　
氣
賀
澤
保
規
、
井
上
裕
正

　
　
　
　
　
　
　
小
松
久
男
、
和
田
晴
吾

　
　
　
　
　
　
　
溝
口
常
俊

　
　
編
集
委
員
　
佐
野
笹
目
、
井
上
　
治

　
　
庶
務
委
員
　
朝
倉
槙
人
、
杉
本
陽
奈
子

2
、

新
任

常
務
理
事
　
吉
川
真
司
（
↑
理
事
）

　
　
　
　
　
永
原
陽
子
（
↑
理
事
、

新

理
　
　
事

評
議
員

編
集
委
員

庶
務
委
員

　
　
　
　
　
任
）

小
山
　
哲
（
↑
常
務
理
事
）

吉
井
秀
央
（
↑
評
議
員
）

永
原
陽
子
、
南
出
自
助

高
嶋
　
航
（
↑
常
務
理
事
）

飯
塚
｝
幸
、
森
田
憲
司

檀
上
　
寛
、
吉
澤
誠
一
郎

矢
野
健
一
、
青
山
宏
夫

南
雲
泰
輔
、
小
野
容
照

井
出
健
人
、
増
永
菜
生

受
　
贈
　
誌

oo
年年
四三
月月

五一
日日
vs

関
西
学
院
史
学
（
関
西
学
院
大
学
史
学
会
）
四
〇

ア
ジ
ア
文
化
研
究
所
研
究
年
報
（
東
洋
大
学
ア
ジ

　
ア
文
化
研
究
所
）
四
七

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
一
七
八

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
研
究
報
告
（
国
立
歴
史
民

　
俗
博
物
館
）
一
七
八
別
冊

史
淵
（
九
州
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
院
）
一

　
五
〇

関
学
西
洋
史
論
集
（
関
学
西
洋
史
研
究
会
）
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×
×
×
＜
H

京
都
橘
大
学
研
究
紀
要
（
京
都
橘
大
学
）
三
九

経
済
科
学
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

　
科
）
　
⊥
ハ
O
l
＝
一

経
済
科
学
（
名
古
屋
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究

　
科
）
六
〇
一
四

札
幌
大
学
女
子
短
期
大
学
芳
紀
要
（
札
幌
大
学
女

　
子
短
期
大
学
部
）
六
〇
・
六
一
合
併
号

史
學
雑
誌
（
史
學
會
（
東
京
大
学
文
学
部
内
）
）

　
一
二
ニ
ー
三

東
洋
學
文
献
類
目
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

　
附
属
漢
学
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
）
二
〇
一
〇
年

　
度

東
洋
學
文
献
類
目
（
京
都
大
学
人
文
科
学
研
究
所

　
附
属
漢
学
情
報
研
究
セ
ン
タ
ー
）
二
〇
一
〇
年

　
度
補
遺
版

人
文
地
理
（
人
文
地
理
学
会
）
六
五
一
｝

オ
リ
エ
ン
ト
（
日
本
オ
リ
エ
ン
ト
学
会
）
五
五

　
一
二

史
学
研
究
集
録
（
國
學
院
大
學
日
本
史
学
專
攻
大

　
学
院
会
）
三
八

豊
後
国
国
東
郷
の
調
査
　
大
分
県
立
歴
史
博
物
館

　
報
告
書
（
大
分
県
立
歴
史
博
物
館
）
資
料
編

　
一
・
付
図

國
史
學
（
国
史
学
会
）
二
〇
九

九
州
国
際
大
学
教
養
研
究
（
九
州
国
際
大
学
教
養

　
学
会
）
　
一
九
一
二

九
州
国
際
大
学
教
養
研
究
（
九
州
国
際
大
学
教
養

　
学
会
）
　
一
九
－
三

史
観
（
早
稲
田
大
学
史
学
会
）
一
六
八

専
修
大
学
史
紀
要
（
専
修
大
学
大
学
史
資
料

　
課
）
五

大
倉
山
論
集
（
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
）
五
九

神
戸
薬
科
大
学
研
究
論
集
幽
翠
9
。
（
神
戸
薬
科
大

　
学
教
養
課
程
共
同
研
究
室
）
一
三

一
橋
研
究
（
一
橋
大
学
大
学
院
一
橋
研
究
編
集
委

　
員
会
）
三
七
－
三
・
四
合
哀
号
（
通
巻
一
七

　
五
）

考
古
学
報
（
中
国
社
会
科
学
考
古
学
研
究
所
）
二

　
〇
一
三
－
一

立
命
館
文
學
（
立
命
館
大
学
人
文
学
会
）
六
＝
＝

帥
蟄
林
Ω
蟄
林
會
【
）
山
ハ
ニ
ー
一

学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
　
調
査
研
究
報
告

　
（
学
習
院
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
）
五
八

　
　
編
集
後
記

　
九
六
巻
四
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
本
号
も

力
作
揃
い
と
な
り
ま
し
た
。
例
年
よ
り
早
く
梅
雨

が
明
け
、
す
で
に
う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
の
毎
日
で

す
が
、
ω
o
げ
0
9
、
ω
o
包
．
（
≧
凶
8
0
0
8
興
）
の
声

も
空
し
く
、
八
月
ま
で
講
義
を
行
う
大
学
も
あ
る

よ
う
で
す
。

　
「
猛
暑
の
中
で
も
ふ
だ
ん
通
り
働
く
」
と
い
う

ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
も
た
ら
す
士
気
の
低
下
は
、
想
像

す
る
に
余
り
あ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
う
し

て
皆
の
気
力
を
下
げ
て
お
い
て
、
「
や
る
気
が
な

い
」
と
託
つ
指
揮
官
を
巷
間
見
る
に
つ
け
、
そ
の

よ
う
な
親
や
教
育
者
に
は
な
り
た
く
な
い
も
の
だ

と
思
う
こ
の
頃
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
黒
岩
康
博
）

命
史
学
研
究
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
・
ア
ド
レ
ス

　
葺
ε
　
＼
＼
芝
≦
≦
ω
眠
α
Q
法
燈
曾
評
囮
欝
蝕
な
＼
ぎ
山
Φ
〆
葺
ヨ
一

壷
三
雛
嬰
請
翻
堅
磐
、
δ
○
円

　
史
林
第
九
六
巻
第
四
号
（
通
巻
第
五
〇
〇
号
）

　
　
京
都
市
左
京
区
吉
田
本
町
京
都
大
学
文
学
研
究
科
内

　
　
　
　
　
麗
A
轡
・
七
五
）
七
五
三
－
毛
八
七

発
行
人

印
刷
所

四壁
印．、一　〇学
　ゑ
刷喜1上δ

株聾無
難真娩
引田　　五

社元庸会
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史
学
概
究
会
大
会
・
総
会
の
お
知
ら
せ

左
記
の
と
お
り
、
本
年
度
の
史
学
研
究
会
大
会
お
よ
び
総
会
を
開
催
い
た
し
ま
す
の
で
、

多
数
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

本
年
度
は
、
第
3
講
義
室
（
2
階
）
で
は
な
く
、
第
臨

い
た
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
2
講
義
室
（
1
階
）
に
て
開
催

B
　
時
　
平
成
二
十
五
年
十
一
月
二
日
目
土
）
午
後
一
時
半
よ
り

場
　
所
　
京
都
大
学
文
学
部
　
新
館
　
第
1
・
2
講
義
室

公
開
講
演

　
「
植
民
地
の
時
代
を
生
き
た
朝
鮮
人
エ
リ
ー
ト

　
　
　
　
三
高
卒
業
生
朴
錫
胤
の
生
涯
　
　
」

　
「
メ
キ
シ
コ
・
エ
ス
ノ
ヒ
ス
ト
リ
ー
研
究
と

　
　
　
フ
ン
ボ
ル
ト
の
将
来
し
た
絵
文
書
資
料
」

水
野
　
直
樹
氏
（
京
都
大
学
）

小
林

致
広
氏
（
京
都
大
学
）

史
学
研
究
会
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